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～3

縄の水資源

沖縄本島中部地区の地下水～

まえがき

沖縄紀おけ為水資源開発の調査は昭和43隼度から行

なわれこの地質二皿一スにおいても沖縄本島水資源の

概略熔ついては夏8芦号に漢だ本島繭部地匿については

搬督ほぞ扱彩れ紹介凄れてい鋤婁そ棚調麟慈錦

婁次紳綴水資源開発調盤技術携導稔轡びは鏡逝調薮を訟

裟篶懇紳綴本籍串部地区熔鋤双行海沿怒⑳で制動は

､聯部地隊⑳氷鞍源縫孤河のご紹伽を篶だい串現地調

餐⑳嚇象おな然沈地匿は郷鰯帝の牝側樽隣接衣る浦添

嚢ん瀦ん抵

村潟籔概爾原村が彰牝へ壷蔵村潟漢び恩納村⑳一部は嚢

る3布1隻3村絡わ怒る地匿で務叡

技術指導は節潮潟災ぴ後潮の婁圃終杓はで幾施じ

溝恕鶏亙次熔柵双築施するζをが鷲慧な淡劣淀繭部

地区の氷文調鐙技術摘灘も奮杉せ愁狩液榊花｡津なわ

ち前期は蘭蘇聰牢丑蝸脇簿～総締五凋籔繍後期は

岡弗籔月三蝸～護月3閑の閥ほ狩海め純松

彩椛影松⑳技術携導秒労樋は次鍛通算懇あ敏

小頭泰次郎罵崎次男

野間譲二森翻雌

技術指瑞担幾項目

地下水資源開発調査総合抜衡指導

水:吏調査技術指噂

水趨地質鰯三密技鮒指導

地〆淋鰯街技術指導

地譲地質調査搬締指媒

地､紺氷離測量調査技締指導

木野議人

富沢芳紀辛

担当者

小酒泰次郎

尾崎次第

木野爽人

野間泰二

森和雄

芳紀

躍踊地鷲総おわれた中部地区

今回の調査地区内にはB52の発進基地として問題に

がて款

狂11ている嘉等納窒箪基地や最近寄ガ汲潅妊で議題に

亀溝殻

のほ顯ている知花弾薬庫をはじめ嬢軍1海軍1空軍1

海兵隊の広大抵基地およびキャンプ潅濠が金網を張り

めく消して存在している｡これらの軍用地は本調査

地隊で合計犯0k血蟹を超し総繭積似晩以上を占め

篇旗人扱ものである｡

躍踊地のなかには嘉羊納窒躍基地の攻うに蓬わめ

で欝滅の厳重なところもあ繍婁いわゆる黙認耕作地と

陣ば池キビなどの栽培秘抽おめ絡み彩舵ているところ

愁少液くない.これらの広大抵簿局地の恋かには娑

然輝氷次どの水露頭も多くをくに米軍が孤AD鶯

猟激㌘汲氾NGAN地区と称している地区は沖縄本篇に

おいても最大の地下水賦存地襟である.今回の現地調

壷紀潟いては地元市村の協力を得て可能だかぎり

軍用地内部の地下水についても調査を行なった｡

餓臓1司徽1氷鮒嚇地脚ζ棚挿靭潟燦消鈴雛総

液

村縞艦(撫)繊繊漉)地

勢繍微エ遂凸竃

紛村'婁玉｡嚢､,

｡鱗村蜂に由

就一概圭鑓,嚢

ザ柳雛.釜

灘瀦榔互籔.蓬'

'繊村籔警､､

箆紬鱗｡嚢

柳蛾搬!⑳.襲

滋洲淋鮒｡慧

壊､･紺孤富

蹄､香す雌護幸

洲ヨ泌鰯,婁

(総圃猶は小数点第王位以下箪用地は小数点以下をそれぞれ四捨五入)

篤1図沖縄本島中部地雷察灼鰯�
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地下水を

含む地鰯

地下水ゾ)あリ

方を把握するた

めにはまず

その地帯の地質

の状態を調べ

とくに帯水層の

性質およびその

分布を明らかに

する必要がある古

中部地区には

創工述籔)よう…こ

多くの基地騨が

あって何処へ

でも自由に歩き

廻るといったノ=

本土のような調

査はできず余

確認の地点未

調査拶)地帯が多ふ

マ

く残るのも止む

をえなか･1･た｡

錦2図沖縄本

したがって基

地内については推定可能な範蝿にとどめこれらの結果を

地質図として第2図に示した.

この地区の南半部の地帯は本鳥南郷地ばの地質と類

似しており石灰岩地帯特有の丘陵地形を汰すところが

多くこれに対して北岸部の地帯はこれらよりも盲い

圭祉だんきん

時代(中生代～古生代)の地層が見られ読谷山岳石

お貞潅

川屠恩納岳などが標高200～30⑪狐ク茅スの稜線をつく

リ南部と趣を輿にした地形を呈している｡

すなわちこの境となるとこるが嘉手納村嘉手納～

.地

1穫一

口い川岬榊

瓢∵賭/醐

撃卜

㎜跡占順一戸㈹先触嚇

〕二u｣｣㎞

終

魯

腎

傘

島中部地区地質図

良き土支椚ぴ

美里村登川～具志州市栄騎比をほぼ結ぶ線でこれより

北側では中生層～古生層に属する粘板岩千枚岩1

砂岩などの地層の先島尻層灘が分布している｡この地

層は表層部が風化して赤色土壌化が進み遠方から

眺めてもよく員立も特徴のある沸褐色の厚い表層土壌

を形成している.またこの地層は特別な場合を除

いて地下水の開発の対象とはたりがたく地下水資源

の立塙からは基盤と考えて差支えのない地層である｡

読谷村軍用地内にある蕊うっ受うと繁るガジマルのかげの石灰岩の洞

窟につくられたト弓バｰテンの醐こは締巴志王の字が読める.こ

旧〕蕪には涌水サシジャｰがある､

刷肺泌蛾郡災願ダム策劇ゆ土流登耀止めてつくった貯水池.

○夢緊狐賊nsの立札が鮎ピ)�
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策2表

島尻層癖および売島尻鰯灘の地下水の水質綱

所在地

名称鰯

類け

西原村幸地

〃掛久保

〃小那覇

中城村屋宜

〃北上原

北碑搬材喜舎場

紺渡口

窟野湾帝識如吉

幾里村大塾

異劃肺喜屋裁

〃平良川

〃昆浦

恩納村山魍

〃瀬良垣

具蒜川市

石川市山城

金武村

恩納村与久田

幸地簡易永道水源井

ガスエ場〃

西原温泉源療

自家用水源弗

養豚場〃

自家用"

給油所〃

清涼飲料工場狩

浴場用"

酒造工場〃

〃〃

養鶏鍛〃

山鐵温藻源泉

瀬良擾ビ榊チ水源井

瑞巌凶ダム(比謝川)

天願ダム(天願川)

億首川ダム(億首川)

宇加地簡易水道水源(与久田川)

深

浅

中表

�

鉾戸

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

諦芹1

流グ

�

〃

､ぴ)水(牝鮒1金(器)度1撫泌ン

滋､惑ユ茱鎚｡

.灘.S250

塗8.6210

23.2ユ25.

㈳��　

23.7エ,110=

2書.エユ,3701

23.?一870

2蝸.1.200

25･蓼≡1.560

2δ｡隻1420､

蝿.5'2,㎝≡

㈲���

2ムベ1,閑O

椶�����

�����

����〰�

15.禽≡遂,350

49.O?王.6

�����

89.C9{§､a

78.⑰9,δ6§､魯

11.01⑪δ､δ

�����

����

12,045.簿

104,095｡募

����

�����

ユエ8,068.9

�住�����

151,067.琶

��㈷�

ε3028.4,

70.24王,§

67.56隻.婁

‡比較のため先島尻層群地帯の表流水例を併記

(金額度と塩素イオンは琉球エ繋研策鵜導蕨暖)分鮒塩素イ攻ンは小数点1位以下は四播笠入)

南部地区で見られる島尻層灘(新第三紀中新統～鮮新

ち坤走んじやかる

統)の北方への続きは地表セは北谷村謝苅～コザ市

ζ克く

越来～具志川市具志川をほぼ結ぶ線以南に広く分布して

いる畠島尻層群は浦添村～西原村の断層の発達して

いる地帯を除き全体として南東方に工ぴ～20｡の傾斜

』1み杜ん

市･北谷村壇裏手納村･読谷村の西海岸地帯石川市南

ま亀くすぐ

部｡具志川市1勝連村･与都城村の東海岸地帯および

コザ市1葵里村の内陸地帯に広く分布しやはり南部地

区で見られるものと同じく鮮新統～更新統に属する琉

t球宥恢婚湾踏る古生芯⑳地層は南部地区ではほとんど

者鵬蝉繊蹄鋤欧は欲雑蝉流鋤飾

磁層ないし砂礫層紀なりでいるおζ弩兆一部蒲は蝿島

れる｡こ丸らの地帯は孫灰岩の摩さなおび終塾盤

の形状に李よ湖て異液る秘概して石灰緒の燥い地帯加

地下水の脅カ扱賦存地帯を形成している｡

灘既庸滞⑳地脈球

郷揮触即る蹄駄摘鮒苗鵬帯獺締

･北牟城村液との一部で地表でも見られるように砂

の粒子が比較的終綱かいか島尻層灘中における主要な

帯水層になっ料嶋.これらの砂岩層は琉球石灰岩

の分布していない地帯あるいは分布していてもきわめ

て薄いか小規模た分布地帯一一西原村から中城村1北

中城村･美里村南部にかけての東海岸の地帯一では

主要液帯水層として深井戸によって揚水1利用されて

いる｡砂岩層が比較的地下桟くに分布している酒原

材酉部･北宇蛾村北部准どの地帯では深井戸の深度は

100㎜前後で一般に炭質の地下水が得られている.

しかし宜野湾市東部1西原村北部1申蛾村1北中城村

南部杜ぎの地帯では砂岩層が地下深くに分布している

ので深井戸の深度が深くなるばかりでなく地下水申

の塩分が一般に増加して氷質赫悪くなる傾陶が見られ

る.また一部では地下水が淡黄色に着色するなど

城孫氷紀な蕃可能燈愁軸り塩素イ球功渕茗000p岬を

繊慾鵬醐廠靭維辮嬢灘繊び鵜

尻綴灘聯の雌珊氷の然質の一部を稀に怒玲⑳箏齢る｡

分析結築紀災篭鐙･島尻層灘串の地下水輔襲度は荷灰

堵瞭獺愁の1ど比べて一般に慨くおお強ね全穣魔とし

で笠繊｡鯉独以下のもの淡多い｡硬度は対篶芯盤譲イオ

汐鐙が極端に大蓄にものは前述の妙策水⑬徴候が見ら

れる昔

競蛾葛双増の地祭球

琉球石灰潜秘広く分布じ鷲喝浦添村から北へ識谷

村1ζ嚢る西海擦の地帯有川帝繭部湯池商へ勝運串鳥熔

至る東海津の地帯および簑ザ市｡美里村北部の内陸地�
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帯では飲料用･工場用などの大都分の水源はこの石

灰岩中の地下水ぽ依存している碑

石灰岩地帯の地下水は石灰岩とその下位にある島尻

層灘の泥岩層あるいは先島尻層群の千枚岩だとの基盤

との境界面の地形に大いに左寄される.すなわち地

下水はこの境界薗が谷を形づく･)ているとその凹部を

地下川の状態で流動しまたζの境界面が地表に勇われ

ているかあるいは地表下の浅いところにあるところで

は湧水となって地表に流れ出る輝

石灰岩地帯の地下水の賦存状態の一例として宜野湾

市大山～赤道付近の状態を概念図として第遂図に示す曲

この地帯は中期五1陵付近に分水嶺をもつ島尻層灘の泥

岩層が石灰岩の下位に分布しその境界面は西方に傾

斜して海1岸付近で再び地表に露出している,石灰岩

分布地帯の上流側(南東側)にはマｰカｰガマなどの

吸込口があって調査当時(王2月10目)1.4〃s㏄の表

流水を全部呑み込んでいたこれらの地下水は普天

間海兵隊基地(飛行場)の下を泥岩層との境界面に沿

って地下川となって西方に流れ西海岸に近い政府遣

王号線付近から海岸にかけてヒヤカｰ川など大小多

.くの湧水となって流出している.またこの基地内に

はジチヤシァブなどの深い洞穴カミあって地下水露頭

として底を流れる地下氷が見られる.

看灰岩地帯の地下水は石灰岩の厚さ石灰岩の下位

の地表に現われた境界面付近で湧水となって地表に流

〆

�

㌧

㌧

㌧

臼

�

マ

“力

政“ふ

ヒ府ご㍗

ヤ遭ゴ1

=奪ユヅド

､㍑漱箸

第3図榊縄本島中部地暖地下永総艘漢分布図

出される｡また上流側付近の吸込口から流入した地

下水もやはリ境界繭に沿って流動することは前述の

通りである.このタイプの代表的扱例は宜野湾市か

ら北谷村にかけての西海溝地帯および勝違串鳥松とに

見られるものである.

乗

�　

�

タイプ(雇)は石灰岩と基盤との境界繭が海水繭下

に没しているものあるいは境界面か海水面上にあって

もほかの地層で地表をおおわれているもの.この場

合は石灰岩印の地下水は境界両近くを下流側に向か

勺て流動している秘一般に地表での湧

瞭

踏申

圭､､遺

盈

騨

窮霞

欝遂畷蜜灘鴻飾爽凶～稼艦村近繊§1ナる地下水賦存状強の概念畷

氷は屍ぢれず直接海上あるい揖海路へ

機織害れる｡このタイプの地下水は

直擦地上に鶏われないので地表から地

下水流動鐙⑳大串をつか讃えることは

か液12むつかしい｡ζれ彩⑳地添泳は

今後の地下氷調査抵とによって賦存鐙

を明らかにす蕃必要があるう由ζの泉

イフに属するものは海津付近1む雲とん

と蹄水の屍られない浦添村閥部1競谷村

繭部液とが一癖誇免蔭れる､�
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策3表

琉球看灰岩の地下水の水質例

所在地

称綾

類'

水(､｡)激;水(㍑ダ金(謡㎜)度

浦添幸手当111

〃牧港

北中城村瑞慶覧

宜野湾内達･地内

〃〃

〃典:溜･富

北谷村キヤンブ内

コザ市言替兇里

美里村鋤化

〃〃

具志川市､赤野

〃囲場･

勝遵村津堅島

〃平安,気

｣壬那城紺駕原

〃耶炎座島･

嘉手納村展良

〃灘手納

読谷村鑓迦

〃`占堅

有川市川城

金武村並錐

､蟻､納村真栄灘

奥志川i行川1瞭

裏手納村屋良

ウ

稚

チャ

ｰカ

トレ

ジガ

シｰア

ｰガ

の

留

塗二

泉

川湧

川

プ

マ

川

川

川

川

ッ郵一工場水源丼

製紙工場〃

アカサガｰ

一ガｰ

平安名以

瑞･泉

新水河

ヒｰジ青ガｰ

配麓会社水源井

糸舎淋励〒μ

ミッチコ=一ガ}

大州

金武大洲

輿栄閏簡易水道水源鉾

食品工場水漁(川臓州)

米軍水漉(沈繊川)

韮深

湧

浅

溺

串深

ホ

湧

:幸漂

1紳表

1料

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

飾

丼

〃

〃

排

､燕

瀦

〃

水1

弱

戸i

水;

戸;

水1

戸1

水三

戸…

水1

2}.薯

狐雀.

脇･4=

2⑪.3

工竃.餐,

22.ザ

肌ド

㈱��

孤.9､

泌.3

22､蟻

蛾,§

蟻｡?

22･グ

㈲��

20.9一

狐81

鰍3=

鎚,菱

泌.§･

2至一8､

肱曇≡
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壬嚇水層は醜蛾箏炊岩

棚比較伊)ため嚇ξ懐石↓火緒女雛嚇の爽統例を併記

(金礫度と塩素イオンは琉球コニ薬酬1究指導所の分析塩素,･一チ考二･は小敷､熱互蚊以ド1‡1㎎拷泥,人)

よって揚水量が目最5,000m3のものからわずかに

100撤薯程度のものまで極端に異液っている.このタ

イフの代表的なものは米軍のいわゆるKADENA一

丁酬GAN地区で琉球水道公社が多くの深井戸によっ

て'日量工0万がにも及ぶ多鐙の地下水を揚水している,

第3表は石灰岩地帯の地下水の水質の一部を示したも

のである.一般に硬度か高く全硬度として200～300

ppmを示すものが多い.また石灰岩地帯を流れてい

る河川の表流水も地下水と同様な水質を示している､

地下水調査に際しては水質の筒安にするために渕腕

の手軽な水化撞抗を併せて調べている｡これらの瀬1健

一緒果によると昨部地区にお･ける表流水と地下水の水地

コザ世異慈州(飛地)蘭州こ嚢淀がる鵜馳､;iダム鮒氷鑑螂フ油覇{1)鏡模を

もち比鮎川の水を沸･々とたたえてい惑

箇源村施濁の簡易永遠の襟鉾戸殊灘潟阪砦げ)

ない婚猟村では鳥規婿聯に地下水を求め多く

のポｰリングが行なわれている�
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第6図河川の流量の変化を表わすグラフ

くるのは主として地下水湧出によるものとされている,

したがって河川の永の色が澄んだ時期を地下水流出

時とみ恋しても差支えない.またか松リ大きな河川

る.これらを流域の地質に従って分類すると第7

図のようになる.すなわち石灰岩を主&する流域の

麓灘激1椴濠約潔シシ別1激職遺夏瀞線事紙郷織燦紺淑ζ;嚢蝦腿瀞

藁滋鰯賦が駁禰氷秘畿も1然鑑1護鋤劉培く鮎･紗織鋤く遺影

小糠を赦沿ている�
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おもに泥岩層泥岩層と石灰岩おもに石灰岩

流域の地質

鏑?聰河川握批椀盤と続蛾の地節一欄係菱畿わすグラフ

地下水の利用

沖縄本島中部地区のうち西原村･中城村および北山

蛾村など石灰岩に伴う湧水が望めない地帯では飲料

水などの生活用水は表流水か浅井戸の地下水に依存し

ている･しかもこれらの水も満足に得られないとこ

ろでは天水に頼るほかはなかった｡しかし現在で

はボｰリングの技術も進み深度エ00脳あるいは200㎜

といった深井戸を掘り部落ごとぐらいに深い地下水

を利用した簡易小遣が布設されているところも見られる.

これに対し広く石灰岩でおおわれている地帯では石

灰岩の急な崖下や斜面からの湧水を直接使用しているも

ののほか石灰岩台地を穿って井戸を掘りまた水量を

増すために横井戸に仕上げたりして.石灰岩中の地下水

を汲み上げて利用している.石灰岩地帯の地下水は

一般には恵葉れてはいるものの何処ででも容易に求め

られるというものではない.

勝遠村議襲篤のミｰガｰ耶鐙松馳)1嚢ば串典鮒と掬紛脈犬慈な幾弗滞(灘

痩1腕)･簡易水道として鳥全体を漢かな鶯てい義が泳鐙勇沙なく極端

な時間総水を強いられ早創こ地下水の開発が望塞れてい墨

勝連村平安名の溝排芦訳)内部琉球狛汲砦は崩れ

る心翫がないのでr熔玉.婁m深窓ユ0.2㎜の索

掘阿)凄凌である.現在でほ揚程の関係で途

州こ穴をあけボンブで錫水している�
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次にこの地区において永を便用している工場液珪

のうち大1コは何といηても製糖工場である｡これら

の製糖工場は!2月から翌年31遂月はかけての最盛期

には3工場で合計日量100,000が穫廣の水を使用して

いる.この大半は冷却用であ一)海水(92,000双Wd)

の方冷に大変努力を払篶て頃かなければならなかった.

しかし実際は踊地を歩いてみると案内する方の妙も

得て簿程秘不思するほどに調査をするととができた白

人聞が生きて峰くためには水はどうしても必要なも

のである､飲み水に洗い水に生活用水としての水

をかっては容易に入手できる湧水や川の水に求めてき

た.また湧水たどのないとろこでは浅井戸を掘り

地下水を汲み上げて使用していた｡'しかしその付近

ろう.

本土の平野部でごくあたりまえに見られるような

沖積層や洪積層の厚い砂礫層は沖縄本島ではほとんど

屍当らない｡しかし岸部以南に広く分布する琉球看

灰岩はこれに代るべ曹帯水層で雨水をその割属や空

榔鰯の本土復帰もあと笈年ほどに決凌り今後の発魔

を大いに期待される沖縄であるが工業に農業にま

たこれら紀従欝する人々の生活用水にこれからの水の

需要は蜜す藍す増大してゆくのであろ､今後これ

らの水を確保してゆくためには大きな河川のないこの

地区においてはどうしても広く分布している青灰岩

に開発の目を向けなければならない.

(雛脅らは水蜜源譲･剛ま地形訳文費野閥楽二)

識谷村州乎のセナハガｰ海瀞近くの肴阪諸の急な饅下付近の割賢から

湧慈燭る湧水.刺繍し略すいように小さな池をつくっている

滞灘榊欄剛事閥禰州湧水登部藩帖欄水源として希i臓.餓料水は

輿の貯水槽鳶嶋パイプで取水してい蕎�


